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研究成果の概要（和文）：腐肉食性甲虫の１種、ネパールモンシデムシ（以下シデムシ）はネズミ等の小型脊椎
動物死骸を繁殖資源に用いる。外来種マングースによる死骸摂食により、シデムシが繁殖できずに地域絶滅して
いるという仮説をたて、沖縄島と奄美大島でシデムシ捕獲調査とマウス死骸利用者の観察を行った。その結果、
マングース非駆除地域ではシデムシ捕獲数はほぼゼロで、死骸利用者はマングースが最も多かったが、駆除地域
では捕獲数が多く、利用者もシデムシが多かった。このことからシデムシがマングースの競争排除を受けている
ことが明らかとなった。次に、シデムシ捕獲数からマングース生息数を推定するモデルの開発を試みたが、よい
モデルは得られなかった。

研究成果の概要（英文）：One of the necrophagous beetles, Nicrophorus nepalensis, uses a dead body of
 small vertebrates like mouse for its reproduction. Under the hypothesis that this beetle is locally
 extinct through feeding of dead bodies by the introduced mongoose, Herpestes auropunctatus, I 
collected the beetles to investigate their abundances and observed who used a dead body of mouse 
lied on the ground on Okinawa and Amamiohshima isles. As the results, no or few beetles were 
collected and almost dead bodies were fed by mongoose at areas where no control procedures of 
mongoose were done. On the contrary, a lot of beetles were collected and many dead bodies were used 
for reproduction of the beetle at the controlled areas. These cleared that the beetle suffers 
competitive exclusion by mongoose. Next, I tried to develop a model estimating mongoose-population 
from the beetle catches but failed to get good models.

研究分野：森林昆虫学

キーワード： マングース　ネパールモンシデムシ　絶滅　沖縄島　奄美大島　外来種　希少種保全　競争排除

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
生物の絶滅要因として、環境の変化、捕食・採集圧、疫病、競争があげられる。そのうち競争による絶滅、すな
わち競争排除の例は、近縁種や近縁分類群間で知られているが、哺乳類と昆虫間については未だ報告がない。本
研究で、マングースによる小型脊椎動物死骸の摂食がネパールモンシデムシの繁殖資源を奪い、地域的な絶滅を
生じさせているという競争排除が証明された。これは、食物資源をめぐる哺乳類と昆虫の競争で一方が絶滅する
という生態学上非常に重要な発見となり、分類群が大きく異なる生物間でも競争排除が生じる事例として生態学
の発展に大きく貢献するものとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
沖縄島と奄美大島においては、ハブ防除のためにインドから移入されたマングース（フイリマ
ングース(Herpestes auropunctatus)）の分布拡大により、ヤンバルクイナ、ノグチゲラ、アマ
ミノクロウサギといった固有かつ希少な鳥獣の生息が脅かされている。これまでの研究で、マン
グースによる負の影響が哺乳類・鳥類だけでなく、は虫類・両生類にもあることが知られている
が、昆虫類については知られていない（Watari et al. 2008）。 
 一方、筆者は亜熱帯島嶼の森林環境と生物多様性の関係を解明するため、沖縄島において、地
上を徘徊する腐肉食性甲虫群集を 2012〜14 年に調査した。その課程で、環境省によるマングー
ス根絶事業が行われている国頭村の森林内ではネパールモンシデムシ（Nicrophorus nepalensis）
（以下モンシデムシと略す）（図 1）が普遍的に捕獲される
のに対し、マングースが防除されていない沖縄市と名護市
では全く捕獲できないこと、ならびに他の腐肉食性甲虫は
全域で捕獲されることを発見した（上田ら 2016, 上田 
2016, 2018）。両市の森林は国頭村と連続しており環境も類
似していることから、以前はモンシデムシが生息していた
と考えられる。モンシデムシは、ネズミ、小鳥、カエルなど
の小型脊椎動物の死骸をペアになって土中に埋め込み、幼
虫に死骸を切り与えて子育てを行う。これに対しマングー
スは小動物を捕食するだけでなく、その死骸も摂食するた
め、モンシデムシとは競争関係にある。沖縄市と名護市ではマングースの定着により小型脊椎死
骸が素早く摂食されることから、モンシデムシが繁殖資源を奪われ、食物資源をとおした競争に
負けて個体数を減らし、地域絶滅したと考えられる。生物の絶滅要因として、環境の変化、捕食・
採集圧、疫病、競争があげられる。そのうち競争による絶滅、すなわち競争排除の例は、近縁種
や近縁分類群間で知られているが、哺乳類と昆虫間については未だ報告がない。マングースがモ
ンシデムシの繁殖資源を奪い、地域的な絶滅を生じさせているという競争排除が証明されれば、
生態学上非常に重要な発見となり、分類群が大きく異なる生物間でも競争排除が生じる事例と
して生態学の発展に大きく貢献する。 
 一方、両島を含む南西諸島で進められている世界自然遺産登録に向けた活動においては、希少
動物保全に向けた対策として外来種であるマングースの駆逐とそれに併せた生息数のモニタリ
ングが必要と見込まれる。わな、センサーカメラ等による従前のモニタリング手法には多くの費
用が必要である。もし、競争排除を利用して、モンシデムシの捕獲数からマングース生息数を推
定することができれば、モンシデムシはプラスチックカップ等を用いた簡易なわな（トラップ）
で捕獲できることから、マングース生息数のモニタリングにおいて安価で効率的なツールとな
るであろう。 
 
２．研究の目的 
 沖縄島と奄美大島におけるマングースによるモンシデムシの競争排除の証明を第一目的、モ
ンシデムシ捕獲数とマングース捕獲数の関係からマングース生息数推定モデルを作成し、簡易
なマングース生息モニタリング手法の開発に資することを第二の目的とし、研究を行った。 
 
３．研究の方法 
3-1．トラップによるモンシデムシ捕獲調査 
 沖縄島ではやんばる地域からマングースを排除するために、太平洋側の東村から東シナ海側
の大宜味村まで島をまたぐマングース北上防止柵（SF ライン）が 2006 年に設けられ、柵以北の
マングース根絶事業が行われており、現在、目的が達成されつつある。2017 年には名護市北部
と東村南部を結ぶ県道 14 号線沿いにも柵（県道 14 号ライン）が設けられ、柵以北のマングース
捕獲事業が進められているが、これ以南では防除はほとんど行われていない。すなわち、現在、
SF ライン以北のマングースがほぼ根絶された地域、県道 14 号ライン以南のほとんど防除が行わ
れていないマングース高密度生息域と 2 つのラインに挟
まれた中密度生息域が存在する。これらの地域全てを含
む 24 地点に調査地を設けた。 
 奄美大島では、マングース防止柵を設けずに 2000 年か
ら防除が開始され、その後全島規模で根絶事業行われお
り、現在、全島でほぼ根絶に成功している。かつてのマン
グースの生息密度は旧名瀬市を中心に高かったことか
ら、旧名瀬市を中心としたかつてのマングースの生息域
とその周辺の 12 地点に調査地を設けた。 
 プラスチック製の屋根とカップを針金でつなげたトラ
ップを作成し、枝から釣り糸で高さ約 1.6ｍに吊した（図
2）。カップには、無毒の殺虫・保存液としてプロピレング
リコール原液約 100ml を注いだ。モンシデムシの誘引餌
（ベイト）には 15ｇのサバ生肉を小さなカップに入れた
ものを用いた。トラップは各調査地に 2基をそれぞれ 100

 

図 1．ネパールモンシデムシ 

 

図 2．モンシデムシ捕獲トラップ 



ｍ以上離して設置した。捕獲虫の回収は 2ヶ月に 1度行い、その都度プロピレングリコールとベ
イトを交換した。沖縄島でのモンシデムシの活動期は冬を挟んだ晩秋から春であることから、
2017 年 11 月 14-17 日にトラップを設置し、2018 年 5 月 16-17 日まで調査を行った。奄美大島
ではモンシデムシの活動期が不明だったので、2018 年 12 月 5-9 日に設置し、1 年後の 2019 年
12 月 4-8 日に終了した。 
3-2．小型脊椎動物死骸利用者の観察 
 小型脊椎動物死骸利用者を観察する
ために、猛禽類等のペット用餌として
市販されている冷凍マウスを地表に置
き、センサーカメラで利用者を観察し
た（図 3）。また、観察終了時に有無を
含めた死骸の状況を直接観察した。地
表に置いたマウス 2 匹のうち１匹はそ
のまま地表に置き、もう１匹にはマン
グースによる摂食を遅らせて撮影頻度
を高めるために、スチールラックを被
せ、その上にコンクリートブロックを
乗せた。また、マウスの移動をみるた
めに、約 30cm のデンタルフロスをマウ
スの後ろ脚とスチールラックに結わえ
た。これを沖縄島の各調査地に１基ずつ 2018 年 4月 12-15 日に設置し、8-11 日間観察した。 
3-3．マングース捕獲数とモンシデムシ捕獲数の関係の解析 
 環境省と沖縄県が行っている沖縄島でのわなによるマングース捕獲数と本研究で得たモンシ
デムシ捕獲数の関係を解析した。マングース捕獲数には、トラップ設置場所を含む１km2メッシ
ュ内での 2016-18 年のマングース捕獲数データ（環境省実施の「外来生物法に基づくマングース
防除事業」のデータ、および沖縄県実施の「マングース対策事業」のデータ）を用いた。 
 
４．研究成果 
沖縄島でのモンシデムシの捕獲は SF ラ
イン以北に集中していて、各サイト（2ト
ラップ計）で約 80〜250 個体捕獲された
（図 4）。SF ラインと県道 14 号ラインの
間の 2サイトでは、約 40 個体が捕獲され
た。県道 14 号ライン以南では、ラインに
近い場所で数個体捕獲されたが、それ以
南ではゼロであった。この結果から、モン
シデムシ捕獲数は最近のマングース密度
と明確な関係があると考えられた。 
小型脊椎動物死骸利用者の観察では、県
道 14 号ライン以南では、ほとんどがマン
グースに摂食された（図 5）。そこでは地
表に置いただけの死骸は素早く消失し、
その後、しばらくマングースがうろつく
のが観察され、最終的にはブロック下の
死骸も消失していた（図 6）。SF ラインと
県道14号ラインの間ではマングースによ
る摂食は観察されなかったが、モンシデ
ムシの利用もなかった（図 5）。SF ライン
以北では多くの死骸がモンシデムシに埋
められて、繁殖に利用されていた（図 5）。
特にブロック下に置いた死骸のほとんど
がモンシデムシの繁殖に利用された（図
7）。以上のことから、モンシデムシはマン
グースの小型脊椎動物死骸採食により繁
殖資源を奪われ、地域絶滅していると考
えられた。 
奄美大島でのモンシデムシの捕獲は、過
去のマングース密度に関わらず、全ての調査地で多かった（各サイトで約 100〜550 個体）。これ
は、既にマングースがほぼ根絶状態にある奄美大島では、過去のマングース生息域全てで急速に
モンシデムシ個体群が回復したためと考えられた。 
モンシデムシ捕獲数とマングース捕獲数の関係では、SF ライン以北の 1km メッシュあたりのマ
ングース捕獲データはゼロまたは１であり、現在中間的なマングース密度が存在している 2 本
のラインに挟まれた地域でのモンシデムシ捕獲データがわずかであったこと、県道 14 号線以南

 
図 4．沖縄島でのモンシデムシ捕獲数と SF ライン

からの距離の関係 
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図 5．地表に置いたマウス死骸を 8-11 日間観察した

結果 
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のマングース防除が行われ
ていない地域におけるマン
グース捕獲数に最大値を代
入する以外方法がなかった
ことから、モデル化に必要
な明確な関係を得ることが
できなかった（図 8）。今後、
マングース捕獲データがあ
り、かつモンシデムシ個体
群が回復過程にあるライン
に挟まれた地域に多数の調
査地点を設け、モンシデム
シ捕獲調査を行う必要があ
る。また、モンシデムシの
捕獲数は成熟度の高い天然
林で多い傾向があったこと
から、今後マングース根絶地域において異なる森林環境下でモンシデムシ捕獲調査を行い、植生
とモンシデムシ捕獲数の関係を明らかにする必要がある。そしてモンシデムシ捕獲数と調査地
の植生指数を変数としたマングース生息密度推定モデルの開発が望まれる。 
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図 7．埋め込んで加工したマウス死骸で繁殖
するモンシデムシ 

 
図 6．ブロック下のマウス死骸をしつこく
狙うマングース 

 
図 8．沖縄島でのマングース捕獲データとモンシデムシ捕獲数
の関係 
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